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平
成　

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

２５

出
決
算
に
つ
い
て
、
実
質
的
な
財

務
判
断
と
な
る
実
質
単
年
度
収
支

額
は
前
年
度
比　

・
３
％
増
の
３

３１

億
８
０
８
８
万
円
余
と
４
年
連
続

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
ま
す
ま

す
増
加
す
る
行
政
需
要
に
対
し
て

全
庁
体
制
で
効
率
的
な
事
業
執
行

を
行
っ
た
結
果
で
あ
り
、
特
に
税

務
署
Ｏ
Ｂ
の
採
用
や
収
納
担
当
チ

ー
ム
の
編
成
な
ど
、
財
源
確
保
策

と
し
て
の
収
納
業
務
に
力
を
入
れ

た
こ
と
を
始
め
、
適
正
な
執
行
管

理
や
徹
底
し
た
経
費
節
減
に
努
め

た
職
員
の
努
力
の
成
果
と
高
く
評

価
し
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
歳

出
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
扶
助
費

へ
の
備
え
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
準

備
な
ど
の
必
需
財
源
の
確
保
に
向

け
、
財
政
調
整
基
金
の
積
立
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

点
に
お
い
て
も
平
成　

年
度
末
の

２５

財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
前
年
度

末
残
高
の
８
億
４
２
０
３
万
円
余

か
ら　

億
７
４
５
６
万
円
余
へ
と

１４

大
幅
な
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。
財

政
調
整
基
金
の
適
正
規
模
は
、
標

準
財
政
規
模
の　

％
程
度
と
言
わ

１０

れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
は
約

　

億
円
が
当
面
の
目
標
額
と
な
り

２２ま
す
。
こ
の
数
値
目
標
に
大
き
く

近
づ
い
た
こ
と
も
、
市
民
の
生
活

に
大
き
な
安
心
を
も
た
ら
す
も
の

と
し
て
高
く
評
価
し
ま
す
。

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
収
納
向
上
対
策
に

精
力
的
に
取
り
組
み
、
滞
納
を
減

少
さ
せ
て
い
る
市
職
員
の
努
力
に

対
し
大
い
に
評
価
を
い
た
し
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
依
然
と
し
て
約

　

億
９
千
万
円
の
収
入
未
済
額
が

１１あ
り
不
納
欠
損
額
は
約
１
億
７
千

万
円
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
現
年
度
分
の
収
入

未
済
額
を
減
少
さ
せ
、
滞
納
繰
越

分
へ
移
行
さ
せ
ぬ
よ
う
、
収
納
向

上
に
向
け
て
忍
耐
と
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
、
業
務
推
進
に
努
め
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
し
、
平
成　

年
２５

度
決
算
の
認
定
に
賛
成
し
ま
す
。

　

児
童
ホ
ー
ム
の
運
営
費
を
こ
れ

ま
で
所
得
に
応
じ
て
月
額
２
３
０

０
円
か
ら
６
９
１
０
円
ま
で　

段
１６

階
の
累
進
性
が
と
ら
れ
て
い
た
も

の
を
、
全
て
一
律
月
額
４
７
０
０

円
に
改
め
る
条
例
案
に
つ
い
て
強

く
反
対
し
ま
す
。

　

所
得
に
応
じ
た
応
能
負
担
か
ら

一
律
の
応
益
負
担
へ
と
変
え
る
こ

と
の
意
義
に
つ
い
て
、
当
局
か
ら

説
得
力
の
あ
る
説
明
は
な
く
、
あ

っ
た
の
は
「
直
営
で
学
童
保
育
を

行
っ
て
い
る
県
内
各
市
が
全
て
応

益
負
担
だ
か
ら
」
と
い
う
答
え
だ

け
で
す
。

　

今
回
の
改
悪
で
、
所
得
の
低
い

層
ほ
ど
そ
の
負
担
は
重
く
な
り
、

最
大
で
年
間
２
万
８
８
０
０
円
の

負
担
増
と
な
り
、
所
得
の
高
い
層

ほ
ど
負
担
軽
減
さ
れ
、
最
大
で
年

間
２
万
６
５
２
０
円
の
負
担
減
と

な
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
、
ど
う
保

護
者
に
説
明
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
当
局
は
、
減
免
規
定
を

新
た
に
設
け
る
と
し
て
い
ま
す
が
、 

当
局
の
想
定
し
て
い
る
減
免
策
を

行
っ
た
と
し
て
も
、
給
与
所
得
１

０
０
万
円
強
の
層
で
も
年
間
２
万

８
８
０
０
円
の
負
担
増
と
な
る 

人
々
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
を
、 

ど
う
考
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
し
た
条
例
の
改
悪
案
は
、

議
会
の
良
識
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、

議
員
の
皆
様
の
ご
賛
同
を
訴
え
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久 
議
員
）

所
得
の
低
い
層
に
は
重
く
高
い
層
に
は
軽
い

児
童
ホ
ー
ム
運
営
費
の
改
悪
に
反
対

新
政
い
さ
ま
（
吉
田　

義
人 
議
員
）

４
年
連
続
の
黒
字
と

　
　

財
政
調
整
基
金
大
幅
増
を
高
く
評
価

　

平
成　

年
度
市
税
の
決
算
額
は
、 

２５

個
人
市
民
税
所
得
割
の
一
人
当
た

り
の
納
税
額
や
、
一
企
業
当
た
り

の
法
人
市
民
税
法
人
税
割
が
、
前

年
度
に
比
べ
て
減
額
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
市
内
の
市
民
生
活

経
済
状
況
が
厳
し
い
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
デ
フ
レ
克
服
の
た

め
に
大
胆
な
金
融
緩
和
を
行
い
、

個
人
消
費
を
伸
ば
す
た
め
に
民
間

企
業
に
対
し
賃
金
引
き
上
げ
を
求

め
、
一
方
で
消
費
税
を
８
％
に
引

き
上
げ
る
た
め
、
国
家
公
務
員
の

給
与
を
２
０
１
２
年
度
か
ら
２
年

間
で
７
・
８
％
賃
下
げ
し
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
、
地
方
自
治
体
に
対

し
、
国
に
準
じ
た
地
方
公
務
員
の

賃
下
げ
を
求
め
、
地
方
交
付
税
８

５
０
４
億
円
を
削
減
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
本
市
職
員
の
平
成　
２５

年
度
の
人
件
費
は
前
年
度
に
比
べ

て
１
億
５
９
５
９
万
円
余
減
額
と

な
り
、
職
員
人
件
費
は
、
市
民
一

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
県
下　
１６

市
の
中
で
最
低
で
す
。
安
倍
政
権

は
、
昨
年
８
月
生
活
保
護
基
準
の

平
均
６
・
９
％
削
減
を
強
行
し
た

た
め
、
本
市
の
生
活
保
護
費
の
扶

助
費
は
平
成　

年
度
よ
り
９
８
９

２４

７
万
円
余
減
額
と
な
り
、
一
世
帯

当
た
り
の
受
取
額
が
約　

万
円
減

２３

額
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
、
職
員

の
人
件
費
、
生
活
保
護
費
の
引
き

下
げ
を
反
映
し
た
平
成　

年
度
決

２５

算
の
認
定
に
反
対
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
（
中
澤　

邦
雄 
議
員
）

職
員
の
人
件
費
、
生
活
保
護
費

　
　
　
　
　
　
　
　

削
減
の
決
算
に
反
対

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
全
庁

組
織
が
一
丸
と
な
り
経
費
削
減
に

努
力
さ
れ
、
見
直
す
べ
き
も
の
は

き
ち
ん
と
見
直
し
つ
つ
厳
正
な
予

算
管
理
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
実
質
単
年
度
収
支
額
を
四
年
連

続
の
黒
字
と
し
た
効
率
的
な
事
業

執
行
に
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
決
算

２５

状
況
を
見
る
と
依
然
厳
し
い
財
政

状
況
下
で
の
事
業
執
行
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
実
質
単

年
度
収
支
額
は
、
前
年
度
よ
り
増

え
約
３
億
８
千
万
円
で
あ
り
、
４

年
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
要
因
は
、
各
部
署
が
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
に
よ
る
業
務
改
善
を
実
施

し
、
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
、
倹
約

を
励
行
す
る
な
ど
、
全
庁
組
織
一

丸
と
な
っ
て
経
費
削
減
を
行
っ
た

結
果
で
あ
る
と
率
直
に
評
価
を
し

ま
す
。

　

一
方
、
市
税
の
調
定
額
は
約
１

９
３
億
円
、
収
入
済
額
は
約
１
７

９
億
４
千
万
円
で
、
収
納
率
は
前

年
度
よ
り
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
が

り
、　

％
と
改
善
が
図
ら
れ
、
収

９３

入
未
済
額
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま

ざ
ま
大
志
会
（
池
田　

徳
晴 
議
員
）

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
経
費

　
　

削
減
努
力
で
４
年
連
続
黒
字
を
評
価

　

来
年
度
か
ら
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
に
関
わ
る
条
例
整

備
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
座
間
市
児

童
ホ
ー
ム
入
所
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
児
童
ホ

ー
ム
の
保
護
者
負
担
金
を
、
こ
れ

ま
で
所
得
に
応
じ　

区
分
に
段
階

１８

を
つ
け
て
い
た
も
の
か
ら
一
律
に

す
る
条
例
改
正
で
す
。

　

一
律
の
負
担
金
額
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
今
年
度
で
み
る
と
２

１
７
名
が
負
担
増
、
２
５
９
名
が

負
担
減
と
な
り
、
年
間
最
大
で
負

担
増
は
２
万
８
８
０
０
円
、
負
担

減
は
２
万
６
５
２
０
円
に
も
な
り

ま
す
。
改
正
の
理
由
は
他
市
が
す

べ
て
一
律
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で

す
。
事
務
的
な
作
業
量
が
問
題
と

い
う
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
負
担

金
総
額
の
差
が
何
を
意
図
す
る
か

わ
か
ら
ず
、
負
担
金
を
変
え
る
意

味
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

所
得
の
少
な
い
家
庭
の
負
担
を
増

や
し
、
一
方
、
所
得
の
多
い
家
庭

の
負
担
を
減
ら
す
に
は
、
そ
れ
な

り
の
大
義
が
あ
っ
て
こ
そ
保
護
者

は
納
得
す
る
と
考
え
ま
す
。

　

児
童
ホ
ー
ム
利
用
者
の
多
く
は
、 

同
じ
く
所
得
に
応
じ
た
応
能
負
担

料
金
で
あ
る
保
育
園
の
利
用
を
経

て
き
て
い
ま
す
。
今
回
の
負
担
金

の
一
律
化
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

が
理
解
で
き
る
理
由
に
よ
る
提
案

と
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
反
対
し

ま
す
。

　

神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
加
藤　

陽
子 
議
員
）

児
童
ホ
ー
ム
関
連
条
例
に
反
対

な
ぜ
保
護
者
負
担
金
を
一
律
に
す
る
の
か

　

平
成　

年
度
決
算
に
つ
い
て
、

２５

歳
入
は
、
収
納
対
策
に
特
に
力
を

注
ぎ
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を

持
ち
、
準
備
を
進
め
、
確
実
に
実

施
し
た
結
果
、
各
会
計
に
お
い
て

見
事
な
収
納
率
向
上
が
図
ら
れ
た

こ
と
に
対
し
、
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
人

件
費
、
公
債
費
、
扶
助
費
を
前
年

度
比
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
低
下
さ
せ
、

扶
助
費
の
伸
び
が
避
け
ら
れ
な
い

状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
義
務
的

経
費
の
減
少
に
努
め
ま
し
た
。
そ

の
確
保
で
き
た
財
源
や
国
の
緊
急

経
済
対
策
の
大
型
補
正
を
活
用
し
、 

こ
れ
ま
で
抑
制
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
事
業
に
財
源
を
投
入
し
、
投

資
的
経
費
を
２
・
０
ポ
イ
ン
ト
上

昇
さ
せ
ま
し
た
。
後
年
度
に
予
定

し
て
い
た
事
業
を
前
倒
し
執
行
で

き
た
こ
と
を
大
い
に
評
価
し
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
は
、
前
年
度
に

続
き
取
崩
し
が
抑
制
さ
れ
、
基
金

積
立
て
も
積
極
的
に
行
い
、
年
度

末
残
高
は
過
去　

年
間
で
最
も
多

１０

い　

億
７
４
５
６
万
円
と
な
り
ま

１４
し
た
。

公
明
党
（
稲
垣　

敏
治 
議
員
）

大
型
補
正
を
活
用
し
前
倒
し
の

　
　
　

投
資
的
事
業
執
行
を
評
価
し
ま
す

議
会
日
誌

議
会
日
誌

８
・
６
・
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
…
岡
山
県
岡
山
市
（
〜
７
）

　
　

８
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

　
　
　

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
会

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会
要
請
行
動

１１

…
防
衛
省
南
関
東
防
衛
局

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会
行
政
視
察

…
横
須
賀
市

　
　
　

・
香
川
県
善
通
寺
市
議
会
視
察
来
庁

１２

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２１

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

２８

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

２９

９
・
４
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　

５
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　

８
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１０

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１１

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１６

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１７

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

１８

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
会

１９

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

２２

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２４

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２６

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

２９

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

・
９
・
全
国
都
市
問
題
会
議
…
高
知
県
高

１０

知
市
（
〜　

）
１０

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

１０

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

１７

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

２１

　
　
　

・
厚
木
基
地
周
辺
市
議
会
基
地
対
策

２２

協
議
会
実
行
運
動
…
防
衛
省
、
外

務
省
、
総
務
省

　
　
　

・
神
奈
川
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会
・ 

２３

正
副
議
長
研
修
会
…
川
崎
市

　
　
　

・
議
会
報
告
会

２５

　
　
　

・
新
政
い
さ
ま
行
政
視
察
…
兵
庫
県

２８

相
生
市
、
陸
上
自
衛
隊
青
野
原
駐

屯
地
、
小
野
市
（
〜　

）
２９

　
　
　

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会
第
２
回

２９

臨
時
会

　
　
　

・
福
岡
県
行
橋
市
議
会
視
察
来
庁

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

３１

　

・
６
・
厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議
会
要
請

１１

活
動
…
防
衛
省
、
外
務
省

　
　

７
・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

１３

関
東
部
会
総
会
…
東
京
都
狭
山
市


